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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間の経常収益は、貸倒引当金戻入益の減少によりその他経常収益が減

少したものの、有価証券利息配当金の増加による資金運用収益の増加や、預り資産販売手数料等

の増加による役務取引等収益の増加により、前第１四半期連結累計期間対比２億94百万円増加し、

166億57百万円となりました。  

一方、経常費用は、資金調達費用や営業経費は減少したものの、外国為替売買損等の増加によ

るその他業務費用の増加により、前第１四半期連結累計期間対比63百万円増加し、111億２百万

円となりました。  

この結果、経常利益は、前第１四半期連結累計期間対比２億32百万円増加し、55億55百万円と

なりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益の増加により、前第１四半期連結

累計期間対比４億83百万円増加し、40億36百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の預金及び譲渡性預金の合計残高は、個人預金、法人預金及び譲

渡性預金の増加により、前連結会計年度末対比1,163億円増加し、２兆7,953億円となりました。 

貸出金残高は、地域密着型金融の実践により、県内の事業性貸出金と個人ローンは増加しまし

たが、県外の事業性貸出金の減少により、前連結会計年度末対比６億円減少し、１兆7,792億円

となりました。 

有価証券残高は、積極的に投資を進めたことから、前連結会計年度末対比213億円増加し、 

１兆1,209億円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成28年３月期の連結業績予想について、平成27年５月11日公表の数値から変更はありません。 

なお、業績予想については、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の処理） 

連結子会社の税金費用は、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じるこ

とにより算定しております。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会

計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。

以下、「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間か

ら適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金と

して計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更

いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫

定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期

間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の

変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を

反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸

表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第

44－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、

当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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１．損益状況（単体）

（１）業務粗利益　　　10,609百万円

　業務粗利益は、有価証券利息配当金等の増加による資金利益の増加や、預り資産販売手数料等の増加による

役務取引等利益の増加により、前年同期比６億45百万円増加し、106億９百万円となりました。

　また、コア業務粗利益は前年同期比６億52百万円増加し、105億17百万円となりました。

（２）業務純益 　　  　2,920百万円

　業務純益は、業務粗利益の増加と経費の減少により、前年同期比６億94百万円増加し、29億20百万円となり

ました。また、コア業務純益は前年同期比７億２百万円増加し、28億29百万円となりました。

（３）経常利益 　　    5,170百万円

　経常利益は、貸倒引当金戻入益が減少したものの、業務純益の増加や、株式等売却益の増加により、前年同

期比３億７百万円増加し、51億70百万円となりました。

（４）四半期純利益 　　3,840百万円

　四半期純利益は、経常利益の増加により、前年同期比５億33百万円増加し、38億40百万円となりました。

1 14,210 351 13,859 24,500

2 10,609 645 9,964

3 ( 10,517 ) ( 652 ) ( 9,865 ) 19,500

4 9,158 659 8,499

5 1,511 179 1,332

6 △ 60 △ 192 132

(△) 7 7,688 △ 49 7,737 15,400

(△) 8 3,722 △ 116 3,838

(△) 9 3,301 △ 40 3,341

(△) 10 663 106 557

11 2,920 694 2,226

12 2,829 702 2,127 4,100

(△) 13 ― ― ―

14 2,920 694 2,226 4,200

15 91 △ 8 99

16 2,250 △ 387 2,637

(△) 17 10 19 △ 9

(△) 18 ― ― ―

(△) 19 10 19 △ 9

20 166 △ 2,076 2,242

21 0 0 0

(△) 22 ( △ 156 ) ( 2,095 ) ( △ 2,251 ) 100

23 2,149 1,864 285

24 △ 55 △ 154 99

25 5,170 307 4,863 6,200

26 △ 2 18 △ 20

27 △ 2 18 △ 20

28 5,167 325 4,842

(△) 29 1,215 1,008 207

(△) 30 111 △ 1,216 1,327

(△) 31 1,327 △ 208 1,535

32 3,840 533 3,307 4,100

法 人 税 等 調 整 額

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

うち国債等債券関係損益（5勘定尻）

臨 時 損 益

法 人 税 等 合 計

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益

不 良 債 権 処 理 額 ②

株 式 等 関 係 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

(単位：百万円)

項
番

平成28年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

第２四半期

（Ａ） 業績予想(参考)

第１四半期

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

( 与 信 費 用 ① ＋ ② － ③ － ④ )

そ の 他

償 却 債 権 取 立 益 ④

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③

税 金

（Ｂ）

業 務 純 益

比　較

経 常 収 益

コ ア 業 務 純 益

業 務 純 益 ( 一 般 貸 倒 繰 入 前 )

経 費 （ 除 く 臨 時 費 用 処 理 分 ）

第１四半期

(Ａ)－(Ｂ)

人 件 費

物 件 費

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

業 務 粗 利 益

( コ ア 業 務 粗 利 益 )

資 金 利 益
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（連結）

　   (単位：億円)

平成27年3月末対比

68 △ 1  69 

575 △ 2  577 

31 0  31 

674 △ 3  677 

（注）上記の四半期末計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権

　　のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については以下の点につき連結会計年度末または中間連結会

　　計期間末に開示する計数とは異なるため、計数は連続しておりません。

（１）「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」
　　①開示区分
　　　　連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に
　　　倒産、不渡り及び廃業等の客観的な事実ならびに行内格付の変更等があった債務者について、当行及び
　　　連結子会社の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行っております。

　　②開示金額
　　　　各四半期末時点における残高をベースとしております。

（２）「要管理債権」
　　①開示区分
　　　　連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に
　　　正常先、要注意先の債務者に対する債権のうち、新たに３ヵ月以上延滞となった債権、貸出条件を緩和
　　　したことを確認している債権等について、当行及び連結子会社の定める自己査定基準に基づき債務者区
　　　分の見直しを行っております。
　　②開示金額
　　　　各四半期末時点における残高をベースとしております。

※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）
　　　　　　　　　　　危険債権（破綻懸念先の債権）
　　　　　　　　　　　要管理債権（要注意先のうち、元金又は利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は
　　　　　　　　　　　　　　　　　貸出条件を緩和している債権）

(参考)「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）
　   (単位：億円)

平成27年3月末対比

60 0  60 

561 △ 3  564 

30 △ 1  31 

651 △ 4  655 

（不良債権比率）
3.67% 

計

　破産更生債権及び
　これらに準ずる債権

　危険債権

　要管理債権

計

　破産更生債権及び
　これらに準ずる債権

　危険債権

　要管理債権

総与信額

総与信に占める開示額の割合

3.59% 
（不良債権比率）

総与信額 18,108 △ 97  

総与信に占める開示額の割合
3.59% 0.00% 

18,205 

平成27年6月末 平成27年3月末 (実績)

平成27年6月末 平成27年3月末 (実績)

3.67% 

18,355 △ 98  18,453 

0.00% 
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３．自己資本比率（国内基準）

　平成27年6月末(速報値)

連結自己資本比率

　平成27年6月末(速報値)

単体自己資本比率

４．預金等・貸出金の残高（単体）

（１）預金等（末残） （単位：億円、％）

金額 増減率

預金等 1,151 4.3 

うち法人預金等 203 3.1 

うち個人預金等 375 2.1 

うち大分県内 1,141 4.5 

（２）貸出金（末残） （単位：億円、％）

金額 増減率

貸出金 △ 7 △ 0.0 

うち中小企業等貸出残高 23 0.2 

中小企業等貸出比率 0.2 

うち個人ローン 43 0.9 

うち大分県内 43 0.3 

５．預り資産残高（公共債、投資信託、保険商品等）（単体）

（単位：億円、％）

金額 増減率

預り資産残高 3 0.1 

投資信託残高 19 3.0 

生保商品残高 44 1.8 

外貨預金残高 14 20.6 

公共債残高 △ 74 △ 6.4 

６．時価のある有価証券の評価差額（連結）

（単位：百万円）

その他有価証券

株式

債券

その他

以　上

評価差額

平成27年3月末平成27年6月末平成27年6月末

時　価
評価差額

27年3月末比

31,237  

13,242  

9,258  

1,112,669  

65,477  

687,763  

359,428  

53,738  

30,499  

14,194  

13,544  

△ 4,500  

738  

△ 952  

△ 4,286  

58,238  

624 

2,480 

68 

1,150 

643 

2,524 

82 

1,076 

平成27年6月末 平成27年3月末

27年3月末比

4,325 4,322 

13,642 13,599 

63.3 63.1 

11,291 11,268 

4,808 4,765 

平成27年6月末 平成27年3月末

27年3月末比

17,851 17,858 

27年3月末比

26,685 

28,032 26,881 

6,512 

17,992 

25,544 

平成27年6月末

10.32% 

6,715 

18,367 

平成27年3月末

10.78% 

平成27年3月末

11.05% 

27年3月末比

平成27年3月末

10.07% 

0.27% 

0.25% 

27年3月末比
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